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スマートエスイー修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

技術者派遣ビジネスにおける
供給人材マッチングのモデルの構築
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システムの概要

ビジネス上の課題 機械学習技術の活用提案
・人材のスキルセットを業務内容とマッチングす
る必要があるが、この精度や工数は営業社員
の経験・知識に依存する。

・過去、スキルセットを詳細に指定して社内人材
を抽出するツールを作成したが、条件指定の段
階で経験・知識が必要になる点で、根本的な課
題解決にはならなかった経緯がある。

・人材データセットに対して教師なし学習による
クラスタリングを適切に実行することにより、以
下の指標を抽出する。
①クラスタ内の人材が従事する業務と人数
（★適正判断の指標の一つとして活用）
②クラスタ内高評価人材スキル情報
（★キャリアプラン設定の指標として活用）

評価クラスタリング手法の分析
今回使用するデータセットフォーマットで複数のクラ
スタリング手法を実施し、適切なクラスタリングがさ
れる手法を事前に選定する。

階層的クラスタリング手法（デンドログラム）

システム概要（赤字が新規機能設計部分）

職務経歴書
一括アップロード

[管理者]

社員ごとの
職務経歴書

クラスタリング用
テーブル作成

テーブル変換、格納処理

クラスタリング
情報抽出・
格納処理

CSV

CSV

クラスタのラベルが付与された
人材データセットファイル

クラスタ情報を保存したファイル
・各クラスタ内の人材が従事する業務と人数
・クラスタ内高評価人材スキル情報
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検索GUI

[管理者/営業社員]

[結果表示GUI]

ファイル出力

妥当性のあるクラ
スタリング手法を
事前に分析・選定

非階層的クラスタリング手法

D. DBSCAN：8900通り確認したが、ノイズが多い結果となった。
E. K-means：ランダム値は固定、納得度の低い分類だった。
F. GMM：ランダム値は固定、総申告スキル数に依っている。

A. 最遠距離法：多くは2クラスタに分類された。
B. 重み付き群平均法：多くは1クラスタに分類された。
C. ウォード法：適度に分散、一定の納得度があった。

※青枠以外は階段状でチェイニ
ング効果が発現したため除外。
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[管理者/営業社員]

実現性確認のため、上記赤字部分をpythonでコード化。
実用性確認のため、上記①②CSVをステークホルダーが利用
するシーンをシミュレーションした。

2-1.所属のクラス

タで多数を占める
業務から適正を
一次判定。

1. 人材のクラスタNo.を確認

2-2上位人材社員のスキルを
参考にキャリアプランを
設計する。

選定

今後の課題
・分析精度を検知する仕組みを検討する。
・データセットフォーマットの最適化を検討する。

・人材の従事する業務と実態と乖離しない仕組みづくり
を検討する。


